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	令和７年度修了式　式辞「GRIT」
	　さぁ、ここで大切なのは、どう変化したか、そしてどう成長できたかです。１年間を通し、いろんなことに挑戦したと思いますが、どれもがうまくいったとは限りません。思った通りにいかなかったこと、残念な結果で終わってしまったことも中にはあったかもしれません。「やりきれなかった」という思いを持っている人も少なからずいると思います。結果がイメージしていたことと異なる、思い描いた成果にならなかったことは、正直問題ではありません。自分の努力の仕方を変える、時間の使い方を工夫するなどして、自己修正していくことで、これから先の結果は変えることができます。ただし、その日常の努力をやり切れるかどうかが課題であって、高校生も私たち大人も関係なく、全ての人に共通している最も大切な力です。このやり切る力は「GRIT」と呼ばれ、近年、さまざまな分野で不可欠と言われており、学習やスポーツだけでなく、人間関係を形成する上でもとても大切な能力と言われています。御殿場西高校ではこれを卒業までに生徒が身につけなくてはならない力の一つとしています。
	　この話をした後に思ったのは、GRITの強さは「自立」そのものだということです。GRITが強いと自立できるのか、自立するとGRITが高まっていくのか。さて、どちらでしょう。
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